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１.業務概要

1-1.業務の目的

本業務は、行橋市が管理する観光施設等を案内する観光看板を対象として、落下や倒壊による第三

者被害を防止する観点から、「附属物（標識、照明施設等）点検要領【平成 31 年 3 月版 国土交通

省道路局】」に基づき、近接目視・打音検査・触診等の方法による看板等の健全性の点検を行い、異

常又は損傷を早期に発見するとともに、対策の要否を判定することを目的とした。 

1-2.業務の概要

(1) 業務名称
業務名 行橋市観光看板安全性点検及び総合評価業務 

(2) 業務場所
行橋市 

(3) 履行期間
(自)令和 5年 11 月 28 日 
(至)令和 6年  3 月 29 日 

(4) 委託者
行橋市 産業振興部 商業観光課 観光ブランド推進係 
〒824-8601 行橋市中央一丁目 1番 1号 
TEL：0930-25-1111  

(5) 受託者
国際航業株式会社 福岡支店 
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東三丁目 6番 3号 福岡アーセオンビル 
TEL：092-451-5001 ， FAX：092-481-2594 

【作業場所】 
国際航業株式会社 インフラマネジメント事業部 
インフラマネジメント部 九州道路マネジメントグループ
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東三丁目 6番 3号 福岡アーセオンビル
TEL：092-451-6082 , FAX：092-412-9252

1-3.業務項目及び数量

業務項目および数量を下表に示す。 

表 1.1 業務項目、数量 

業務項目 単位 数量 備 考 

道路附属物点検業務 

作業計画 1 式 

計画準備 1 式 

 現地踏査及び資料収集・整理 35 基 

点検作業 1 式 

案内版（F型） 10 基 高所作業（高所点検車） 

案内版（逆 L式） 2 基 高所作業（高所点検車） 

案内版（単柱式） 16 基 低所作業 

案内版（2柱式） 2 基 低所作業 

案内版（添架式） 1 基 低所作業 

案内版（その他） 4 基 低所作業 

打合せ 1 式 

 打合せ 1 式 初回、中間（2回）、納品 

点検結果取りまとめ 1 式 

 点検結果取りまとめ 35 基 

報告書作成 1 式 

1-4.対象施設

本業務の対象施設は、表 1.4.1 に示すとおりである。 

表 1.4.1 対象施設一覧 

図１．１ 業務対象位置 

No 管理番号 形式 点検方法 施設名称 設置場所 名称

1 202301 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 今井付近／サンワ-クゆくはし向かい 「蓑島海水浴場」「行橋総合公園」案内板

2 202302 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 金屋722-30付近／旧魚市場前 「蓑島海水浴場」「行橋総合公園」案内板

3 202303 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 門樋町8-25付近／豊国橋 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

4 202304 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 大橋１丁目4-6付近／市役所通り 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

5 202305 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 中央2丁目10付近／郵便局前 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

6 202306 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 大橋1丁目6-18付近／旧井筒屋前（中町） 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

7 202307 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 天生田付近（椎田勝山線沿）／清地大橋横 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

8 202308 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 行事4丁目4-3-4付近／201号線（ジョイフル前） 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

9 202309 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 金屋付近／10号線バイパス上り（新今川橋近く） 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

10 202310 Ｆ型 高所作業車 観光案内版 東大橋1丁目6付近／10号線バイパス下り 「行橋市役所」「行橋総合公園」案内板

11 202311 添架 低所（脚立） 観光案内版 西宮市３丁目5付近／真木野自動車前／剣道34号線沿い 御所ヶ谷・馬ヶ岳案内標識

12 202312 単柱 低所（脚立） 観光案内版
西宮市３丁目1付近／ゆめタウン駐車場向い／興陽電機行橋
営業所横

御所ヶ谷・馬ヶ岳案内標識

13 202313 逆Ｌ型 高所作業車 観光案内版 神田町11-9付近／神田町公園付近／県道496線沿い 御所ヶ谷・馬ヶ岳案内標識

14 202314 単柱 低所（脚立） 観光案内版 大谷／小烏跨道橋付近／県道58号線沿い
馬ヶ岳城跡大谷登山口・馬ヶ岳城跡臨時駐車場
案内標識

15 202315 単柱 低所（脚立） 観光案内版 大谷1425付近／パライソ付近／県道58号線沿い
馬ヶ岳城跡大谷登山口・馬ヶ岳城跡臨時駐車場
案内標識

16 202316 単柱 低所（脚立） 観光案内版
西谷148付近（上稗田）／日焼橋横（リレ-センタ-入口）／
県道58号線沿い

馬ヶ岳城跡・西谷駐車場案内標識

17 202317 単柱 低所（脚立） 観光案内版 大谷1433付近／大谷交差点 大谷登山道・馬ヶ岳城跡臨時駐車場案内標識

18 202318 単柱 低所（脚立） 観光案内版 大谷1632付近／大谷農道付近 馬ヶ岳城跡案内標識

19 202319 単柱 低所（脚立） 観光案内版 矢留240-2付近／平成筑豊鉄道 豊津駅 駐輪場前 馬ヶ岳城跡案内標識

20 202320 単柱 低所（脚立） 観光案内版 矢留195-8付近／豊栄踏切付近 馬ヶ岳城跡案内標識

21 202321 単柱 低所（脚立） 観光案内版 天生田172付近／天生田清池神社手前 馬ヶ岳城跡案内標識

22 202322 逆Ｌ型 高所作業車 観光案内版 天生田1216-1付近／天生田橋付近フェンス 馬ヶ岳城跡案内標識

23 202323 その他 低所（脚立） 観光案内版 中央1丁目1／市役所通り 市役所入口 行橋市観光案内板

24 202324 その他 低所（脚立） 観光案内版 西宮市2丁目1付近／行橋駅東口 行橋市観光案内板

25 202325 その他 低所（脚立） 観光案内版 西宮市2丁目1付近／行橋駅西口 行橋市観光案内板

26 202326 単柱 低所（脚立） 稲童海岸観光トイレ 稲童1385-2付近（安楽大明神近く）／稲童海岸 稲童海岸公衆トイレ案内板

27 202327 単柱 低所（脚立） 稲童海岸観光トイレ 稲童553-2（日本特許塗料東九州工場近く）／稲童海岸 稲童海岸公衆トイレ案内板

28 202328 単柱 低所（脚立） 観光案内版 今井2091番地2先 観光案内板（守田蓑洲旧居）

29 202329 単柱 低所（脚立） 観光案内版 真菰2009番地5先 観光案内板（守田蓑洲旧居）

30 202330 単柱 低所（脚立） 観光案内版 元永691番地1先 観光案内板（守田蓑洲旧居）

31 202331 単柱 低所（脚立） 観光案内版
元永702-8付近（村橋工務店向い）／県道246号今井大橋線
／新開橋・宮下橋付近

観光案内板（守田蓑洲旧居）

32 202332 単柱 低所（脚立） 観光案内版 県道25号線／沓尾橋付近・祓川沿い 観光案内板（守田蓑洲旧居）

33 202333 その他 低所（脚立） 観光案内版 金屋479付近／国道10号下／今川沿い土手 観光案内板（守田蓑洲旧居）

34 202334 2柱 低所（脚立） 観光案内版 蓑島小学校斜め向かい／蓑島837付近（ゴミ置き場横） 蓑島観光案内図

35 202335 2柱 低所（脚立） 観光案内版
築上町弓の師708-2付近（メタセの杜近く）／県道58号線沿
い（防衛道路沿道）

新田原のくだもの案内板   新田原果樹部会
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1-5. 対象施設位置図

本業務の対象施設位置図は図 1.5.1 に示すとおりである 

図 1.5.1 対象施設位置図 

1-6.業務実施体制

本業務は表 1.6.1 に示す体制で実施した。 

表 1.6.1 業務体制 

管理技術者 

担当技術者 

営業担当者 

1-7. 使用した主な図書及び基準

本業務の実施にあたっては、特記仕様書のほか以下の基準等に準拠して実施した。 

(1) 附属物（標識、照明施設等）の点検要領 「H31.3 国土交通省 道路局 国道・技術課」

(2) 総点検実施要領（案）【道路標識、道路照明施設、道路情報提供装置編】

「H25.2 国土交通省 道路局」 

(3) 小規模附属物点検要領 「H29.3 国土交通省 道路局」 

(4) 屋外広告物の安全点検に関する指針（案）

「H29.7 国土交通省 都市局 公園緑地・景観課」 

(5) その他国土交通省の通達や各示方書。
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２．現地踏査写真帳 

 点検対象 35 施設については、点検実施前に現地踏査を実施し施設状況（施設所在、周辺の道路状況、

施設の損傷概要）の事前確認を行い写真帳として整理を行った。 

３.点検実施方法

3-1.点検方法

本業務の点検は「附属物（標識、照明施設等）の点検要領 H31.3 国土交通省 道路局 国道・技術課」

に準拠し実施することを基本とし、点検は「詳細点検」に分類され下記の赤枠内に示す項目・内容につ

いて対応した。 

出典：附属物（標識、照明施設等）点検要領 P11 
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3-2.路面境界部の調査

路面境界部の掘削調査箇所の抽出方法については「附属物（標識、照明施設等）の点検要領 H31.3 国

土交通省 道路局 国道・技術課」に下記のフローが示されている。 

出典：附属物（標識、照明施設等）点検要領 P31 

図 3.2.1 路面境界部の掘削調査範囲（路面より下方 4ｃｍの範囲） 

本点検では点検対象 35箇所について図 3.1.1 のフロー図より「区分Ａ：2箇所、Ｂ：6 箇所」の合計 8箇

所について路面境界部の調査を行うものとした。 

図 3.2.2 本点検での路面境界部調査箇所の抽出フロー 

■区分Ａ箇所の調査方法

区分Ａ箇所については支柱基部の土砂を掘削し支柱の腐食状況の調査を行った。 

管理番号 202309  管理番号 202310 

図 3.2.3 路面境界部状況写真(区分Ａ) 
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■区分Ｂ箇所の調査方法

区分Ｂ（路面境界部がアスファルト、コンクリート）の場合、従来の点検方法では支柱地際部下に発

生する錆び・傷・腐食等を確認するため、支柱基部のコンクリート基礎やアスファルト舗装、インター

ロッキング等は全て取り壊し掘削しなければならない（下表参照）。また、掘削後は支柱基部を復旧さ

せる必要もあり、道路利用者への弊害（交通規制）、工期やコスト面の負担も大きな問題である。これ

らの観点より、表 5.1.1 に示す「従来技術」と「点検支援技術」を比較し支援技術（道路附属物の支柱

路面境界部以下の変状を非破壊で検出できる技術）」を使用することが適当と判断したため適用した。 

表 3.2.1 路面境界部調査方法比較表 

管理番号 202301  管理番号 202302 

図 3.2.4 路面境界部状況写真(区分Ｂ) 

４.規制・点検状況写真

以下に規制、点検状況の写真を添付する。 

写真 4.1 片側交互通行規制状況（県道） 写真 4.2 車線規制状況（国道） 

写真 4.3 高所点検実施状況（夜間） 写真 4.4 高所点検実施状況（夜間） 

写真 4.5 高所点検実施状況（夜間） 写真 4.6 高所点検実施状況（夜間） 
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写真 4.7 低所点検実施状況（昼間） 写真 4.8 低所点検実施状況（昼間） 

写真 4.9 低所点検実施状況（昼間） 写真 4.10 低所点検実施状況（昼間） 

写真 4.11 合いマーク施工状況 写真 4.12 合いマーク施工状況 写真 4.13 点検シールの設置 
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５.点検結果のまとめ

5-1.点検結果一覧表

点検結果を以下に示す。 

表 5.1.1 点検結果一覧表（全体） 

 

 

 

図 5.1.1 全施設における判定区分の割合 

表 5.1.2 点検結果一覧表（部位別） 

定 義 本業務における数

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態 20

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態 14

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講
ずべき状態 1

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し
く高く、緊急に措置を講ずべき状態 0

35計

区　分

判定区分 支柱 横梁 標識板

Ⅰ 21箇所 4箇所 28箇所

Ⅱ 12箇所 8箇所 6箇所

Ⅲ 0箇所 0箇所 1箇所

Ⅳ 0箇所 0箇所 0箇所

Ⅰ

57%
Ⅱ

40%

Ⅲ

3%
Ⅳ

0%

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

管理番号 路線名
上下区

分
形式 支柱 横梁 標識板 基礎 その他

1 202301 福岡県道25号　門司行橋線 下り 片持式（Ｆ型） 2,478台/24h Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

・支柱(上、中間部)及び横梁本体に生じている防食機能の劣化は、予防保全の観点から再塗装(タッチアッ

プ塗装)するのが望ましい。
・路面境界部がアスファルトであり、腐食も生じていることから、非破壊調査の実施が望ましい。
・支柱上部のキャップ欠損及び標識板に生じているシート劣化は、機会を見て更新するのが望ましい。

2 202302 南大橋1丁目・蓑島線 下り 片持式（Ｆ型） Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

・支柱(上、下部)及び横梁本体、横梁仕口溶接部に生じている防食機能の劣化は、予防保全の観点から再塗
装(タッチアップ塗装)するのが望ましい。
・横梁取付部(ボルト・ナット)に゜生じている防食機能の劣化は、再塗装(錆落とし+タッチアップ塗装)す
るのが望ましい。

・支柱上部のキャップ欠損は、機会を見て更新するのが望ましい。

3 202303 福岡県道34号　行橋添田線 下り 片持式（Ｆ型） 8,360台/24h Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

・支柱(上、下部)及び横梁本体に生じている防食機能の劣化は、予防保全の観点から再塗装(タッチアップ
塗装)するのが望ましい。
・横梁取付部(ボルト・ナット)に生じている防食機能の劣化は、再塗装(錆落とし+タッチアップ塗装)する
のが望ましい。

4 202304 福岡県道246号　沓尾大橋線 上り 片持式（Ｆ型） 4,435台/24h Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

・支柱(上、下部)及び横梁本体、横梁取付部及び横梁仕口溶接部に生じている防食機能の劣化は、予防保全
の観点から再塗装(タッチアップ塗装)するのが望ましい。

・支柱(上部)のキャップ欠損及び標識板(上、下部)のシート劣化については、機会を見て更新するのが望ま
しい。
・路面境界部の軽微な腐食については、健全性確認のため板厚調査の実施が望ましい。

5 202305 福岡県道28号　直方行橋線 上り 片持式（Ｆ型） 22,948台/24h Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

・支柱(上、下部)及び横梁本体、横梁取付部及び横梁仕口溶接部に生じている防食機能の劣化は、予防保全
の観点から再塗装(タッチアップ塗装)するのが望ましい。
・支柱(上部)のキャップ欠損及び標識板(上部)のシート劣化については、機会を見て更新するのが望まし

い。
・標識板(下部)のよごれについては、機会を見て清掃するのが望ましい。

6 202306 福岡県道28号　直方行橋線 下り 片持式（Ｆ型） 22,948台/24h Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
・支柱(上、下部)及び横梁本体、横梁取付部、横梁仕口溶接部に生じている防食機能の劣化は、予防保全の
観点から再塗装(タッチアップ塗装)するのが望ましい。
・支柱上部のキャップ欠損及び標識板に生じているシート劣化は、機会を見て更新するのが望ましい。

7 202307 福岡県道58号　椎田勝山線 下り 片持式（Ｆ型） 12,322台/24h Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

・支柱(上、下部)及び横梁本体、横梁仕口溶接部に生じている防食機能の劣化は、予防保全の観点から再塗
装(タッチアップ塗装)するのが望ましい。

・横梁取付部(ボルト・ナット)に生じている防食機能の劣化は、再塗装(錆落とし+タッチアップ塗装)する
のが望ましい。

8 202308 一般国道201号 下り 片持式（Ｆ型） 11,055台/24h Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

・支柱(下部)及び横梁本体、標識板取付部に生じている防食機能の劣化は、予防保全の観点から再塗装
(タッチアップ塗装)するのが望ましい。
・横梁取付部(ボルト・ナット)に生じている防食機能の劣化は、再塗装(錆落とし+タッチアップ塗装)する
のが望ましい。
・標識板(下部)のシート劣化は、機会を見て更新するのが望ましい。・標識板(下部)のよごれは、機会を見

て清掃するのが望ましい。

9 202309 一般国道10号　行橋バイパス 上り 片持式（Ｆ型） 26,142台/24h Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

・支柱(上部)、路面境界部(GL-0、GL-40)及び標識板裏面に生じている防食機能の劣化は、予防保全の観点
から再塗装(タッチアップ塗装)するのが望ましい。
・横梁本体に生じている軽微な防食機能劣化は、機会を見て再塗装するのが望ましい。
・標識板に生じているシート劣化は、機会を見て更新するのが望ましい。

10 202310 一般国道10号　行橋バイパス 下り 片持式（Ｆ型） 26,142台/24h Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

・支柱(下部)の腐食及び路面境界部(GL-0、GL-40)に生じている防食機能の劣化は、予防保全の観点から再
塗装(タッチアップ塗装)するのが望ましい。

・横梁本体及び標識板裏面に生じている軽微な防食機能劣化は、機会を見て再塗装するのが望ましい。
・支柱上部に生じているキャップ欠損は、機会を見て更新するのが望ましい。

11 202311 福岡県道34号　行橋添田線 下り 添架式 8,360台/24h － － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。

・構造物の機能に支障が生じていない状態。

12 202312 一般国道496号 下り 路側式 21,139台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ ・目立った劣化、損傷は確認されない。

13 202313 福岡県道34号　行橋添田線 下り 片持式（逆Ｌ型） 21,139台/24h Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ・支柱、横梁及び標識板等に損傷は、生じていない。

14 202314 福岡県道58号　椎田勝山線 下り 路側式 12,322台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・看板の表面が汚れており、視認性を高めるため表面清掃を行うことが望ましい。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

15 202315 福岡県道58号　椎田勝山線 上り 路側式 12,322台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ ・目立った劣化、損傷は確認されない。

16 202316 福岡県道58号　椎田勝山線 下り 路側式 12,322台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

17 202317 旧県道線 下り 路側式 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

18 202318 旧県道線 下り 路側式 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

19 202319 屋敷田・藤本線 上り 路側式 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

20 202320 堂前・寄合田線 上り 路側式 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。

・構造物の機能に支障が生じていない状態。

21 202321 旧県道線 下り 路側式 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

22 202322 福岡県道34号　行橋添田線 下り 片持式（逆Ｌ型） 8,360台/24h Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
・標識板の一部に軽微なシート劣化が生じている。
・構造物の機能に支障は、生じていない状態である。

23 202323 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り その他 4,435台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

24 202324 行橋駅東口 － その他 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ
・看板本体の構造的な機能に支障は生じていないが、看板表面の劣化がやや進行しており美観上将来的に修
復を行うことが望ましいと考える。

25 202325 行橋駅西口 － その他 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ
・看板本体の構造的な機能に支障は生じていないが、看板枠取付け部の一部支障があり修復を行うことが望
ましいと考える。

26 202326 浜線 上り 路側式 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

27 202327 松原・防衛橋線 上り 路側式 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。

・構造物の機能に支障が生じていない状態。

28 202328 福岡県道246号　沓尾大橋線 上り 路側式 4,435台/24h Ⅱ － Ⅰ Ⅱ
・看板本体に目立った劣化、損傷は認めらない。
・看板支柱の取付け金具の腐食が進行しているため、将来的に破断する恐れがあり予防措置の観点から早め
に金具の交換を行うことが必要。

29 202329 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り 路側式 4,435台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

30 202330 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り 路側式 4,435台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

31 202331 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り 路側式 4,435台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

32 202332 福岡県道25号　門司行橋線 下り 路側式 2,478台/24h Ⅰ － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

33 202333 南大橋1丁目・蓑島線 下り その他 － － Ⅰ Ⅰ
・目立った劣化、損傷は確認されない。
・構造物の機能に支障が生じていない状態。

34 202334 南大橋1丁目・蓑島線 下り 路側式 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ
・看板本体の構造的な機能に支障は生じていないが、看板表面の劣化が顕著で美観上修復を行うことが望ま
しいと考える。

35 202335 福岡県道58号　椎田勝山線 上り 路側式 4,896台/24h Ⅱ － Ⅲ Ⅲ
・塗装が剥がれ、支柱全体に表面の腐食が発生している状況。支柱基部の一部に腐食による板厚膨張が確認
される。
・特に看板本体の劣化、損傷は顕著であり修復は不可。（看板本体の更新が必要）

No
施設諸元 部材の健全性

施設の
健全性

所見（その他特記事項）交通量

区　分 Ⅰ 健全 Ⅱ 予防保全段階 Ⅲ 早期措置段階 Ⅳ 緊急措置段階 計

本業務における数 35020 14 1
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5-2.健全度結果分布図
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5-3.路面境界部（区分Ｂ）調査結果

 

６.修繕対策の検討

対策の優先度は「❶施設の健全度」、「➋部材の健全度」、「❸施設が設置された路線の交通量」の 3

要素に着目し以下の要領で決定し、次頁の一覧表に整理を行った。 

 

図 6.1.1 対策優先度決定フロー 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6
202301 202302 202303 202305 202306 202308

案内板 案内板 案内板 案内板 案内板 案内板

アスファルト アスファルト アスファルト アスファルト アスファルト アスファルト

○ 健　　全 ○ 健 　全 △腐食反応あり ○ 健 　全 ○ 健　　全 ○ 健　　全
　　　車道側 　　　車道側 　　　車道側 　　　車道側 　　　車道側 　　車道側

実施状況

路面境界種別

非
破
壊
検
査

全　　景

整理番号

種　別

　　調 査 結 果

青：ほぼ損傷なし

緑：10％程度の減肉

黄：20％程度の減肉

赤：20％以上の減肉

　非破壊試験結果

（ｵﾚﾝｼﾞ範囲：GL～

ＧＬ－40mm)

判定結果

Ⅰ
2

3
4

1 判定結果

Ⅰ
2

3
4

1 判定結果

Ⅰ
2

3
4

1 判定結果

Ⅰ
2

3
4

1 判定結果

Ⅰ
2

3
4

1 判定結果

Ⅰ
2

3
4

1

■ステップ１（施設の健全度）

施設の健全度が「判定Ⅲ」となる施設を抽出

⇒ 1施設（優先度 1 位）

■ステップ２（施設の健全度）

施設の健全度が「判定Ⅱ」となる施設を抽出

⇒ 14 施設

■ステップ３（部材の健全度）

上記 14 施設から 3部材（支柱、横梁、標識板等）の健全度

「判定Ⅱ」となる施設を抽出 ⇒ 2 施設

■ステップ４（路線の交通量）

上記2施設について交通量が多い方から優先度 2～3位を決

定

■ステップ 5（部材の健全度）

上記 14 施設から 3部材（支柱、横梁、標識板等）の内 2部

材の健全度「判定Ⅱ」となる施設を抽出 ⇒ 7 施設

■ステップ６（路線の交通量）

上記 7 施設について交通量が多い方から優先度 4～10 位を

決定

■ステップ７（部材の健全度）

上記 14 施設から 3部材（支柱、横梁、標識板等）の内 1部

材の健全度「判定Ⅱ」となる施設を抽出 ⇒ 5 施設

■ステップ８（路線の交通量）

上記5施設について交通量が多い方から優先度 11～15位を

決定
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対策優先度一覧表

管理番号 路線名 上下区分 形式 支柱 横梁 標識板

1 202335 福岡県道58号　椎田勝山線 上り 路側式 4,896台/24h 無 不明 Ⅱ － Ⅲ Ⅲ ・施設の更新または撤去

2 202308 一般国道201号 下り 片持式（Ｆ型） 11,055台/24h 一次 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ ・防食劣化箇所の再塗装

3 202301 福岡県道25号　門司行橋線 下り 片持式（Ｆ型） 2,478台/24h 無 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
・防食劣化箇所の再塗装
・劣化看板の更新
・支柱頭部ｷｬｯﾌﾟの設置

4 202309 一般国道10号　行橋バイパス 上り 片持式（Ｆ型） 26,142台/24h 一次 不明 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ ・防食劣化箇所の再塗装

5 202306 福岡県道28号　直方行橋線 下り 片持式（Ｆ型） 22,948台/24h 一次 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
・防食劣化箇所の再塗装
・支柱頭部ｷｬｯﾌﾟの設置

6 202305 福岡県道28号　直方行橋線 上り 片持式（Ｆ型） 22,948台/24h 一次 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
・防食劣化箇所の再塗装
・支柱頭部ｷｬｯﾌﾟの設置

7 202307 福岡県道58号　椎田勝山線 下り 片持式（Ｆ型） 12,322台/24h 二次 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ ・防食劣化箇所の再塗装

8 202303 福岡県道34号　行橋添田線 下り 片持式（Ｆ型） 8,360台/24h 一次 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
・防食劣化箇所の再塗装
・支柱頭部ｷｬｯﾌﾟの設置

9 202304 福岡県道246号　沓尾大橋線 上り 片持式（Ｆ型） 4,435台/24h 一次 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
・防食劣化箇所の再塗装
・支柱頭部ｷｬｯﾌﾟの設置

10 202302 南大橋1丁目・蓑島線 下り 片持式（Ｆ型） 無 不明 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
・防食劣化箇所の再塗装
・支柱頭部ｷｬｯﾌﾟの設置

11 202310 一般国道10号　行橋バイパス 下り 片持式（Ｆ型） 26,142台/24h 一次 不明 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
・防食劣化箇所の再塗装
・支柱頭部ｷｬｯﾌﾟの設置

12 202328 福岡県道246号　沓尾大橋線 上り 路側式 4,435台/24h 三次 2019 Ⅱ － Ⅰ Ⅱ
・取付け金具の交換
・防食劣化箇所の再塗装

13 202324 行橋駅東口 － その他 無 不明 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ ・劣化看板の更新

14 202325 行橋駅西口 － その他 無 不明 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ ・看板を設置枠への接着

15 202334 南大橋1丁目・蓑島線 下り 路側式 無 不明 Ⅰ － Ⅱ Ⅱ ・劣化看板の更新

202313 福岡県道34号　行橋添田線 下り 片持式（逆Ｌ型） 21,139台/24h 二次 2014 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

202322 福岡県道34号　行橋添田線 下り 片持式（逆Ｌ型） 8,360台/24h 二次 2014 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

202312 一般国道496号 下り 路側式 21,139台/24h 無 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202314 福岡県道58号　椎田勝山線 下り 路側式 12,322台/24h 二次 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202315 福岡県道58号　椎田勝山線 上り 路側式 12,322台/24h 二次 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202316 福岡県道58号　椎田勝山線 下り 路側式 12,322台/24h 二次 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202323 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り その他 4,435台/24h 一次 不明 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202329 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り 路側式 4,435台/24h 無 2019 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202330 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り 路側式 4,435台/24h 無 2016 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202331 福岡県道246号　沓尾大橋線 下り 路側式 4,435台/24h 無 2016 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202332 福岡県道25号　門司行橋線 下り 路側式 2,478台/24h 無 2016 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202317 旧県道線 下り 路側式 無 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202318 旧県道線 下り 路側式 無 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202319 屋敷田・藤本線 上り 路側式 無 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202320 堂前・寄合田線 上り 路側式 無 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202321 旧県道線 下り 路側式 無 2014 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202326 浜線 上り 路側式 無 2019 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202327 松原・防衛橋線 上り 路側式 無 2019 Ⅰ － Ⅰ Ⅰ

202311 福岡県道34号　行橋添田線 下り 添架式 8,360台/24h 二次 2014 － － Ⅰ Ⅰ

202333 南大橋1丁目・蓑島線 下り その他 無 2016 － － Ⅰ Ⅰ

部材の健全性
施設の
健全性

設置年 主な対策
優先
順位

緊急輸送道路
指定の有無交通量

施設諸元
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管理番号 202335 優先順位 1位 健全性 Ⅲ 管理番号 202335
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管理番号 202308 優先順位 2位 健全性 Ⅱ 管理番号 202308
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管理番号 202301 優先順位 3位 健全性 Ⅱ

ｷｬｯﾌﾟ設置が正常な例

管理番号 202301
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管理番号 202309 優先順位 4位 健全性 Ⅱ 管理番号 202309
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管理番号 202306 優先順位 5位 健全性 Ⅱ 管理番号 202306
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管理番号 202305 優先順位 6位 健全性 Ⅱ 管理番号 202305
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管理番号 202307 優先順位 7位 健全性 Ⅱ 管理番号 202307
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管理番号 202303 優先順位 8位 健全性 Ⅱ 管理番号 202303
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管理番号 202304 優先順位 9位 健全性 Ⅱ 管理番号 202304
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管理番号 202302 優先順位 10位 健全性 Ⅱ 管理番号 202302
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管理番号 202310 優先順位 11位 健全性 Ⅱ 管理番号 202328 優先順位 12位 健全性 Ⅱ
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管理番号 202328 管理番号 202324 優先順位 13位 健全性 Ⅱ
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管理番号 202325 優先順位 14位 健全性 Ⅱ 管理番号 202334 優先順位 15位 健全性 Ⅱ
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